
３月14日の高校入試発表から。



「行政改革大綱」
　　　　　「集中改革プラン」

　市では平成17年度から平成21年度までの５年間

の行政改革の指針「大仙市行政改革大綱」「大仙市

行政改革集中改革プラン」を３月に策定しました。

　行政改革懇談会、行政改革ワークショップなどで

の意見を生かしながら策定された基本方針、推進項

目等についてお知らせいたします。

　
大
仙
市
誕
生
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
新
市
を
取
り
巻
く
行
財
政
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
合
併
前
の
各
市
町
村
で
も
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
合
併
前
か
ら
の
継

続
事
業
が
財
政
を
圧
迫
し
、
当
市
の
財
政
運

営
は
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
こ
の
改
善
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
合
併
後
の

行
政
運
営
。
健
全
な
行
政
運
営
を
継
続
し
て

い
く
た
め
、
今
後
５
年
間
に
お
け
る
行
政
改

革
の
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
大
綱
策
定
に
あ
た
り
旧
市
町
村

に
お
け
る
行
政
改
革
の
達
成
状
況
と
、
全
課

に
わ
た
る
事
務
事
業
を
調
査
し
ま
し
た
。
ま

た
、
公
募
に
よ
る
行
政
改
革
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
実
施
や
、
行
政
改
革
懇
談
会
を
開
催
し

民
意
の
集
約
に
努
め
ま
し
た
。

　
大
綱
で
は
、「
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
改

革
を
す
す
め
、
市
民
満
足
度
の
向
上
を
目
指

す
」
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、「
市
民
参
画
と

協
働
の
推
進
」「
効
率
的
な
行
政
運
営
の
確

立
」「
財
政
の
健
全
化
」
を
基
本
方
針
と
し
、

８
項
目
に
つ
い
て
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
大
綱
に
掲
げ
た

取
り
組
み
事
項
の
う
ち
、
次
の
５
項
目
に
つ

い
て
、具
体
的
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

・
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合

・
民
間
委
託
等
の
推
進

（
※
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
含
む
）

・
定
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化

・
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

・
経
費
節
減
等
財
政
効
果

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
地

域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
こ
と
は
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
民
と
行
政
と
が

協
働
し
「
市
民
が
で
き
る
こ
と
は
市
民
が
」

※
指
定
管
理
者
制
度
／
こ
れ
ま
で
公
共
的
な
団
体
等
に
限
定
さ
れ
て
い
た
「
公
の
施
設
」
の
管
理
運

営
を
民
間
事
業
者
も
含
め
た
幅
広
い
団
体
に
も
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

「
行
政
が
行
う
べ
き
こ
と
は
行
政
が
」
と
い

う
基
本
原
則
の
も
と
「
地
域
住
民
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
を
念
頭
に
、
協
働
の
し

く
み
づ
く
り
や
活
動
環
境
の
整
備
な
ど
、
地

域
住
民
へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

　「
市
民
と
の
情
報
の
共
有
」
を
進
め
、
市
民
の

納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
、市
民
に
分
か
り
や
す

い
表
現
・
指
標
と
し
ま
す
。
政
策
決
定
の
各
段

階
で
広
報
広
聴
に
努
め
、市
民
が
積
極
的
に
市

政
に
参
画
で
き
る
し
く
み
を
整
え
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
協
議
会
を
活
用
し
、
地
域
特

性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

　
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
行
政
課

題
や
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
不

断
に
組
織
機
構
の
見
直
し
、
統
廃
合
を
行
い

ま
す
。

　
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
本
庁
と
総
合
支

所
が
的
確
に
役
割
分
担
し
つ
つ
も
、
十
分
な

連
携
が
図
ら
れ
る
組
織
を
構
築
し
ま
す
。
市

民
が
必
要
と
す
る
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
の
担
当

部
署
を
明
確
に
し
、
行
政
情
報
の
共
有
化
を

進
め
、
わ
か
り
や
す
く
機
能
的
な
組
織
と
し

ま
す
。

（
２
）事
務
事
業
の
見
直
し

　
効
率
的
な
行
政
運
営
を
確
立
す
る
た
め
、

経
費
の
節
減
に
と
ど
ま
ら
ず
、
事
務
事
業
の

市
民
が
期
待
を
寄
せ
る
行
政
運
営

健
全
な
行
政
運
営
継
続
の
た
め
に

市
民
の
目
線
で
の
改
革
を

市
民
参
画
と
協
働
の
推
進

効
率
的
な
行
政
運
営
の
確
立

[問い合わせ]　総務部総務課☎0187-63-1111

1

2

（
１
）市
民
と
行
政
の
役
割
の
見
直
し

（
２
）市
民
の
行
政
参
画
の
推
進

（
１
）組
織
機
構
の
見
直
し

住民も行政も役割をもって
行政改革に取り組もう！
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詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.d
a
ise
n
.a
k
ita
.jp
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

重
点
化
や
質
的
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、
費

用
対
効
果
、
行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
の
あ

り
方
、
事
務
事
業
の
必
要
性
や
有
効
性
等
を

再
度
精
査
し
ま
す
。

　
採
算
や
効
率
の
悪
い
部
門
を
整
理
し
、
新

た
な
部
門
を
設
け
る
な
ど
、
事
務
事
業
全
般

に
わ
た
り
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
実
施
各
段
階
に
お
け
る
市
民
評

価
の
し
く
み
を
構
築
し
ま
す
。

　
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
や
、
新
た
な
業
務

や
課
題
へ
の
対
応
を
見
据
え
た
定
員
管
理
計

画
を
策
定
し
、
業
務
量
に
応
じ
た
効
率
的
・

効
果
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
計
画
的

に
職
員
を
削
減
し
、
臨
時
、
嘱
託
職
員
に
つ

い
て
も
適
正
な
人
数
と
な
る
よ
う
計
画
的
に

削
減
し
ま
す
。

　
職
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
常
に
適
正
な
運
用
・
公
表
に

努
め
、
職
員
自
ら
各
種
手
当
の
総
点
検
を
行

い
、
適
正
な
支
給
に
努
め
ま
す
。

　
全
職
員
に
対
し
行
政
改
革
意
識
を
浸
透
さ

せ
、
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た

効
果
的
で
内
容
の
充
実
し
た
研
修
を
実
施

し
、
意
欲
の
あ
る
職
員
、
自
主
性
の
あ
る
職

員
、
行
動
力
の
あ
る
職
員
を
育
成
し
ま
す
。

　
市
の
財
政
構
造
は
、
合
併
前
の
市
町
村
の

財
政
事
情
や
地
方
交
付
税
の
減
額
、
国
の
三

位
一
体
改
革
に
よ
り
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
硬
直
化
が
進
み
危
機
的
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
中
長
期
的
展
望
に

立
っ
た
財
政
計
画
を
策
定
し
、
限
り
あ
る
財

源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り

経
常
経
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　（
仮
称
）補
助
金
審
議
委
員
会
を
開
催
し
、

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
公
正
な
執
行

に
努
め
ま
す
。

　
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
の
縮
減
や
透
明
性
、

公
平
性
の
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
十
分

検
証
し
、
受
益
と
負
担
に
つ
い
て
徹
底
し
た

見
直
し
を
行
い
、
収
納
体
制
を
一
層
強
化
し

市
税
等
の
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
公
募
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
２
つ

の
提
案
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
民

間
委
員
で
構
成
す
る
行
政
改
革
懇
談
会
で

は
、「
歳
出
の
削
減
」
が
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
低

下
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
住
民
参

加
に
よ
る
行
政
運
営
を
基
本
と
し
て
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
な
ど
、
次
の
よ

う
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
行
政
施

策
の
十
分
な
説
明
が
重
要
で
あ
る
。

「市民の目線に立った改革をすすめ、市民満足度の向上を目指す」ことを念頭に策定

・
職
種
の
専
門
性
も
重
要
で
あ
る
が
、課
の

業
務
に
つ
い
て
広
く
対
応
で
き
る
職
員
体

制
が
必
要
で
あ
る
。

・
市
民
が
必
要
と
す
る
情
報
提
供
が
簡
便

に
な
さ
れ
る
こ
と
。

・
第
３
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、抜
本
的
な
見

直
し
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。

・
人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

職
員
意
識
を
喚
起
で
き
、か
つ
客
観
的
な

制
度
と
す
る
こ
と
。

・
職
員
が
や
る
気
を
起
こ
す
職
場
環
境
を

構
築
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
今

後
も
行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
よ

り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

1  市民参画と
協働の推進

2  効率的な
行政運営の確立

3  財政の健全化

懇
談
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

意
見
を
今
後
に
生
か
し
な
が
ら

財
政
の
健
全
化

3

平成17年度 情報公開制度及び
個人情報保護制度の運用状況

<<情報公開>>
　▼条例の規定に基づく請求 ３件

①開示件数 ２件
②一部開示件数 ０件
③不開示件数 ０件
④不受理件数 １件

<<個人情報保護>>
　▼条例の規定に基づく請求等はありませんでした。

（
３
）給
与
定
員
管
理
の
適
正
化

（
４
）職
員
の
意
識
改
革
と
職
場
環
境
の
活
性
化

（
１
）健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

（
２
）自
立
可
能
な
財
政
構
造
の
構
築

つ
の
基
本
方
針

3
財
政
運
営
に
お
け
る
数
値
目
標

1職員数の削減
平成 2 2 年４月１日における職員数を

1,350人以下とします。
（平成17年４月１日現在　1,473人）

2債務の削減
平成21年度までの普通会計新規起債発行
総額を、当該期間における償還元金の90

％以内とします。

3経常収支比率の改善
平成21年までに経常収支比率を93％以下
とします。
（平成16年度決算の経常収支比率は98.4％）

※
経
常
収
支
比
率
／
こ
の
数
字
が
下
が
る
ほ
ど

財
政
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

3



市役所からの

　
家
庭
で
ご
み
の
焼
却
を
行
う
と
、

大
気
汚
染
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に

よ
る
土
壌
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、

人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
ご
み
の
焼
却
は
絶

対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
焼
却
が
増
え
る
４
月

を
重
点
監
視
期
間
と
し
て
、
パ
ト

ロ
ー
ル
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

※
罰
則
＝
違
反
し
た
場
合
は
５
年
以
下
の
懲

役
、
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
ま
で

法律で禁止されています

家庭でのごみの焼却
絶対に行わないでください

02

大物を狙って

子どもつり大会
集まれ！子ども太公望

　
第
26
回
子
ど
も
つ
り
大
会
を
行
い

ま
す
。
当
日
は
雨
天
決
行
し
ま
す
。

対
象
／
小
・
中
学
生

日
時
／
５
月
13
日（
土
）午
前
６
時
〜

10
時（
午
前
５
時
30
分
受
け
付
け
開
始
）

会
場
／
大
仙
市
つ
り
公
園（
大
曲
飯

田
沼
）

持
参
す
る
も
の
／
釣
り
道
具
一
式

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

商
工
観
光
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
ま
で

03

子どもつり名人が、お互
いの腕を競い合います。

１回券 300円

６回券 1,500円

１回券 400円

６回券 2,000円

区　分 使用料

市内に

住所がある方

市外に

住所がある方

トレーニング

ルーム

トレーニングルーム使用料

市内、市外については、免許証、健康保険証等で住所確認を
行います。

　
中
仙
市
民
会
館
の
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
使
用
料
」
が
５
月
２
日

（
火
）か
ら
左
表
の
と
お
り
変
更
に
な

り
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
４
月
30
日
ま
で
に
購
入
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
回
数
券

に
つ
い
て
は
、
５
月
２
日
以
降
も

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
５
月
１
日（
月
）は
休
館
日
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７（
62
）９
３
０
１

中
仙
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７（
56
）７
２
１
１
ま
で

トレーニングルームの

使用料が変わります

中仙市民会館、５月から
04

国保加入者の出産費用の

支払いは30万円の差額分
出産育児一時金受領委任払制度

　
出
産
費
支
払
い
時
の
個
人
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　
申
請
に
よ
り
、
出
産
育
児
一
時

金
（
30
万
円
）
を
市
か
ら
医
療
機
関

へ
直
接
支
払
い
ま
す
。
そ
の
た
め

出
産
者
は
、
30
万
円
を
超
え
た
分

の
出
産
費
用
を
医
療
機
関
へ
支
払

う
だ
け
で
済
み
ま
す
。
出
産
費
用

が
30
万
円
未
満
の
場
合
は
、
差
額

分
を
申
請
者
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

　
申
請
書
は
各
総
合
支
所
市
民
課
、

国
保
年
金
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

01

※
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

出
産
予
定
の
医
療
機
関
の
同
意
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
／
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
出
産
を
控
え
て
い
る
方

持
参
す
る
も
の
／
医
療
機
関
の
同

意
を
得
た
出
産
育
児
一
時
金
受
領

委
任
払
適
用
申
請
書
、
国
民
健
康

保
険
証
、
印
鑑
、
母
子
手
帳

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

各
総
合
支
所
市
民
課

国
保
年
金
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
ま
で
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学校給食費が

変更になります
学校給食費の料金統一、４月から

　
市
内
小
中
学
校
の
給
食
費
を
下

表
の
と
お
り
統
一
し
ま
し
た
。
今
ま

で
は
各
給
食
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
給

食
費
が
設
定
さ
れ
、
地
域
に
よ
っ
て

金
額
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
市
内
の
全
小
中
学
校
で

同
じ
料
金
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
「
第

３
子
を
対
象
と
し
た
学
校
給
食
費

の
免
除
事
業
」
を
廃
止
し
、
他
の
子

育
て
支
援
事
業
に
役
立
て
ま
す
。

※
学
校
給
食
費
の
納
入
は
、
便
利
で

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
ま
で

05
　
ご
み
の
収
集
体
制
が
表
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
に
よ
っ
て
は
、
ご
み
を
出

す
日
が
大
幅
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　
ご
み
の
収
集
に
関
す
る
詳
し
い

内
容
・
変
更
点
に
つ
い
て
は
、
広
報

だ
い
せ
ん
地
域
版
等
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
ま
で

変更になりました

各地域のごみ収集体制
ご協力をお願いします

06

ごみの収集体制

市営温泉施設の

入湯料が変わります
一部温泉施設、５月１日から

　
市
が
運
営
す
る
各
温
泉
施
設
の

入
湯
料
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、

５
月
１
日
か
ら
統
一
し
た
料
金
体

系
に
変
更
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
一
部
の
温
泉
施
設

で
入
湯
料
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

07

入湯料が変更になる施設

学校給食費

４月１日から、市内小中学校の給食費が表のとおり統一されます。

　
出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
ぶ
教

室
で
す
。
妊
娠
中
、
同
じ
悩
み
を
持

つ
パ
パ
や
マ
マ
と
一
緒
に
、
赤

ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
希
望
の
方
は
、
開
催
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
／
大
曲
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

定
員
／
先
着
35
人

持
参
す
る
も
の
／
母
子
健
康
手
帳

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

各
保
健
セ
ン
タ
ー

保健センターの「パパママ教室」日程表

保健センターの「パパママ教室」
出産や育児を学びませんか08
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感謝状を贈られる三浦さん。（写真上）
毎年安全な川渡りのために尽力。今年は13本のぼん
でんが川を渡りました。

10

　３月11日、大仙市男女共同参画講演会が大曲中央公民館で

行われました。男女が互いの人権を尊重し、共に生きやすい社

会を目指そうと、市が主催した講演会には約250人の方々が参

加。地域における男女共同参画の推進的役割を担う「あきた

Ｆ・Ｆ推進員」の佐藤万里子さん（羽後町）と、横手市出身で講
たからい きんおう

談師の宝井琴桜さんが講師を務めました。

　佐藤さんは、「男女共同参画で地域の元気を取り戻そう！」と

題して意見発表。「男や女の役割といったものでなく、人として

生きやすい社会を目指してはどうか。それぞれが家庭や地域で

生きることで、人も地域も元気になるのではないか」と提案。「地

域の住民参画が求められている中、男女が住民の一人として参

画し能力を発揮することで、地域が活性化する。男女共同参画

が元気になる地域づくりであってほしい」と呼びかけました。

　宝井さんは「講談で語る男女共同参画 女もいきいき 男もい
はりおうぎ

きいき」と題して講演。張扇で釈台をポンポンと叩きながら、

ＮＨＫ大河ドラマで放映されている「功名が辻」の山内一豊夫

婦を題材にした講談や、宝井さんの創作講談「山下さんちの物

語」を披露しました。「男女の区別は必要だが、区別によって

不利益があればそれは差別になる。男女は違うけれど、どちら

も同じ人間と考えてお互いの人権を尊重しなければならない」

と90分の講演を行いました。

大仙市男女共同参画講演会

性別で役割を決めつけず、同じ人間として

　ジョヤサのかけ声も勇ましく、色とりどりのぼんでんが川面

に映える大曲地域花館の「川を渡るぼんでん」。小正月の風物

詩として広く親しまれ、市の無形民俗文化財である伝統行事の
ひさし

伝承に尽力されたとして、３月15日、三浦尚さん（株式会社丸

茂組代表取締役）に栗林次美市長から感謝状が贈呈されました。

　三浦さんは、丸茂組の創業者であり父親である故・三浦茂治

さんの後を引き継ぎ、川舟とその漕ぎ手を手配し、ぼんでんと

参加者の安全な川渡りを担ってきました。準備作業は、川舟の

維持管理や検査にはじまり、桟橋の設営など天候や雪の状況を

見極めながら進められます。また当日は、午前５時30分ごろ

から渡舟場に出て、安全をチェックしながら正午ごろまで舟を

渡します。

　「父がやっていたことを引き継いだだけですが、このような感

謝状を頂けたのは船頭さんやぼんでんに参加する町内会長のお

かげ。これからも一生懸命、伝統行事の継承にお手伝いしたい」

と話しました。

三浦尚さんに感謝状を贈呈

伝統行事の継承と発展に尽力

「男女共同参画は地域を元気にする手段」と話す佐藤
さん。（写真上）
張扇で釈台をたたき、話術を披露する宝井さん。
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　太田地域の自治会や各種団体等が実践している地域づくり活

動。その報告会が、３月10日、太田文化プラザで行われまし

た。主催したのは、合併前から地域自治のあり方を考え、各自

治組織の連絡調整を図ってきた太田地域自治組織連絡協議会。

詩人でエッセイストのあゆかわのぼるさんをコーディネーター

に招き、５つの団体から地域の魅力あふれる活動が報告されま

した。

　報告会では、スポーツ行事等で地域の親睦を図った新田部

落、クリーンアップや親善グラウンドゴルフ大会、除雪ボラン

ティア活動を行った東今泉青年会、子どもみこしを通して地域

のコミュニケーションを図った三本扇子供みこし実行委員会、

先進地視察や研修会を開催した太田地域自治組織連絡協議会、

花いっぱい運動等で個性豊かな地域づくりに取り組んでいる小

神成集落会の５つの団体から活動報告がされました。

　あゆかわさんは、「大きなまちになれば地域の魅力やにおい

がなくなってします。そうならないためにも、太田地域が取り

組んでいる活動を続けることが大切。地域の魅力を子々孫々に

つなぐためにも意義のある活動だ。市町村合併が進む中で、太

田地域がまちづくりの先進事例となるよう頑張ってほしい」と

激励しました。また、報告会の後、「これが魅力だ秋田弁」と

題した講話を行いました。

　魅力ある地域づくりを進めるためには住民と行政とが役割分

担をし、住民が自主、自立の精神で自らの地域を元気にしてい

かなければなりません。市では住民が取り組む地域づくり活動

を引き続き支援していきます。

太田コミュニティ支援事業実践活動報告会
地域を元気にする５つの事業を報告

  ３月19日、神岡地域神宮寺に春を告げる行事と
だけろくしょ

して古くから受け継がれている、嶽六所神社奉納
ぼんでん

梵天が行われました。

　早朝から威勢のいい若者たちが、色とりどりの

梵天を振りながら、五穀豊穣、家内安全を願い

家々の前で祝い唄を歌い町内を練り歩きました。
だいもんぐち

  正午近くには、神宮寺中町大門口の鳥居跡に11本

の梵天が集まり、勇壮なもみ合いを繰り広げ、屋根

の上からは縁起物のもちやお菓子がまかれ、集まっ

た観客は先を争い歓声を上げながら拾いました。

　その後若者たちは、神岡地域のシンボル、標高

277ｍの神宮寺嶽急斜面を登り、頂上の神社に無

事梵天を奉納しました。

嶽六所神社奉納梵天
春を呼ぶ勇壮なもみ合い

勇壮なもみ合いを繰り広げる梵天。

プロジェクターを使用して活動を報告。（写真上下）

報告会の後、あゆかわさんの講演が行われました。
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新作花火コレクション2006

春を告げる風物詩　27,000人の観衆を魅了

　大仙市誕生１周年を記念して、「こんなまちにしたい」と

いう思いや夢を子どもたちの言葉でつづった作文の表彰式

が、３月19日、大曲地域の市民交流プラザ「のびのびらん

ど」で行われました。地域づくり活動団体のびのびらんど

（伊藤八重子代表）が募集したもので、市内小・中学校と大曲

養護学校の児童生徒から676点の応募があり、その中から

12人の方々が優秀作品として表彰されました。

　審査員の総評では、「たくさんの力作ぞろいで、子どもた

ちの新市への関心の高さがうかがえる。すべての作品が前向

きで、真剣に未来を考えた作品でキラキラと輝き、選考には難儀した」という声が聞かれました。

　受賞者を代表して佐藤唯さんは、「とてもうれしい。老人ホームでもさびしくなく、楽しく過ごせる大仙市に

なってもらいたいという思いで書きました」。また、戸堀菜穂さんは、「明るく笑顔にあふれるまちになってもら

いたい。誕生して１年、私も市が活躍できるように貢献したい」とあいさつしました。

　受賞された方々は、次のとおりです。

▽優秀賞＝戸堀菜穂（中仙中２年）、佐々木里歩（南外中２年）、北村理沙（東大曲小３年）、今野晴菜（南楢岡小６年）、

須藤嶺（西仙東中２年）、高橋加奈（太田中１年）、今野裕磨（南楢岡小６年）、佐藤里美（大曲南中１年）、讃岐歩実（高

梨小６年）、和賀大（仙北中１年）、佐藤唯（東大曲小４年）、斎藤孝平（大曲養護学校中等部３年）　　　　<敬称略>

大仙市誕生１周年記念作文表彰式
子どもの言葉で夢を語る

①金賞の作品、②・
③・④銅賞の今野
さん、新山さん、小
松さんの作品、⑤
「アマデウスよ、永
遠なれ」。

受賞された作品のいくつかは、市総合計画基本構想中
のコラム欄で紹介されています。

　春の到来を告げ、全国で一番早い花火競技大会として人気の

ある新作花火コレクション2006が、３月18日、大曲ファミ

リースキー場で行われました。大仙市からの４人を含む、日本

煙火協会青年部に所属する全国若手花火師24人が花火を打ち

上げ、約27,000人の観衆を楽しませました。

　ＮＰＯ法人大曲花火倶楽部主催のこの大会は、４号玉10発、

５号玉５発の計15発で競うもので、「北帰行」「2006年宇宙の

旅」「花火美術館」などそれぞれのテーマを表現しました。

　また、大会の合間には、打ち上げ協力者を募集したプライ

ベート花火や、各地域の自慢のものを花火で表現した花火が打

ち上げられました。

　最後には、モーツァルト生誕250年祭に寄せて「アマデウス

よ、永遠なれ」と題し、芸術のまち大仙市をモーツァルトの名

曲にあわせて花火で表現しました。

　なお、入賞者は次のとおりです。

▽金賞＝柴田武晴（長野県・伊那火工堀内煙火店）「夜桜吹雪」

▽銀賞＝池谷光晴（静岡県・イケブン）「小さな星の物語」▽銅

賞＝今野義和（神岡地域・北日本花火興業）「日本のことわざ～

ブタも煽てりゃ木に登る～」、新山良洋（大曲地域・大曲花火化

学工業）「甲虫王者ムシキング」、小松忠信（同地域・小松煙火

工業）「金平糖」▽特別賞＝山　香代（茨城県・山　煙火製造所）

「宝石箱」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　<敬称略>

① ②

③

⑤
④
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　３月12日、小杉山地区生涯学習センター（西仙北地域）と中仙公民館鴬野

分館の竣工式が行われました。両施設とも昨年８月に工事に着手し、バリ

アフリーの新施設として竣工しました。

　小杉山地区生涯学習センターは、閉校後の旧小杉山小学校を、昭和53

年から27年間にわたり地区の生涯学習センターとして活用してきまし

た。建物は築後70年以上を経過し老朽化が著しく、75,157,000円の事

業費をかけて、木造平屋建て、建築面積342.83㎡の新施設に生まれ変わ

りました。可動ステージがある交流室や調理室、和室を備えています。

　また、中仙公民館鴬野分館は、旧鴬野小学校を鴬野公民館ならびに鴬野

保育園として、築後約50年の建物を利用していました。こちらも老朽化

が激しく、解体費や隣接する体育館の一部改修を含む77,545,000円の事

業費で建築されました。木造平屋建て、建築面積408.39㎡。会議室や調

理ができる生活実習室、老人憩いの部屋などがあり、体育館とは渡り廊下

で結ばれています。

　新しく生まれ変わった両施設とも、地域に求められる活力と豊かさを創

造する生涯学習の拠点として、その役割を果たしていきます。

小杉山地区と鴬野地区に新施設
地域生涯学習の拠点施設が竣工

　３月18日、19日の両日、太田文化プラザを会

場に「みんなで創る学びの集い」が開かれました。

　市民の日ごろの学習の成果などを発表する場と

して毎年３月に開いているもので、小中学生の絵

画や地域住民の生け花、書道、盆栽などが展示さ

れたほか、コーラスや踊りなどが披露されました。

　また、19日には落語家で教育評論家の桂文喬さ

んが「笑いはたっぷり、健康はしっかり」と題し

て講演。随所に落語家らしいユーモアを交えたお

話の中で桂さんは、「味のある人生を送るには、

『趣味』『興味』『人間味』の三つの味を持つことが

大切。何歳になっても夢や目的を持って生きる人

生が健康への秘訣。夢を持って、人生と健康は自

分で切り開いてほしい」と話してくれました。

落語家・桂文喬さんも講演
太田地域「みんなで創る学びの集い」

写真上/小杉山地区生涯学習センター竣
工を祝うテープカット。
写真下/中仙公民館鴬野分館の正面玄関。

たくさんの方々に祝福される加藤さん。いつまでも元
気で長生きしてください。

　３月１日、満100歳を迎えられた加藤シケさん

（協和地域出身）をお祝いする会が入所している特別

養護老人ホーム福寿園（南外地域）で行われました。

　ご家族とともに出席したシケさんに、渡部文靖

秋田県仙北地域振興局長と佐々木宏南外総合支所

長がそれぞれ記念品を贈呈。また、園の職員から

は花束が贈られました。

　伊藤伝悦施設長は、「私たちにとって家族のよう

な存在のシケさんが100歳を迎えられたことを大

変喜ばしく思います。いつまでもお元気でいてく

ださい」とお祝いの言葉を述べました。

　シケさんは明治39年生まれ。福寿園で100歳

を迎えられたお年寄りはシケさんで４人目です。

100歳おめでとう　加藤シケさん
いつまでもお元気で

夢
や
目
的
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と

が
健
康
へ
の
秘
訣
と
話
す
桂
さ
ん
。

9



あて先はこちらまで
（住所不要）

　
　
く
厳
し
い
冬
の
暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
た

　
　
楽
し
い
冬
ま
つ
り
ゆ
え
に
、
な
お
さ
ら

楽
し
く
元
気
い
っ
ぱ
い
。
ど
の
顔
も
は
ち
切

れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
で
し
た
。

　
学
校
栄
養
士
さ
ん
の
レ
シ
ピ
で
と
ん
ぶ
り

に
亜
鉛
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
味
覚
障
害
の
人

に
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
47
歳
女
性
）

　
　
仙
市
の
冬
ま
つ
り
は
、
と
て
も
良
か
っ

　
　
た
で
す
。
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
所

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
住
む
地
域
も
、
大
仙
市
の
こ
と
も

勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
協
和
地
域
・
48
歳
女
性
）

　
　
が
溶
け
て
く
る
と
目
立
つ
の
が
道
路
上

　
　
の
ご
み
と
道
路
の
凸
凹
で
す
。
予
算
が

決
ま
っ
て
い
る
し
行
政
側
も
大
変
と
思
い
ま

す
が
、
市
民
が
協
力
し
あ
っ
て
で
き
る
限
り

こ
ま
め
に
対
策
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
44
歳
女
性
）

　
　
年
の
大
雪
も
家
の
際
か
ら
消
え
、
そ
こ

　
　
か
ら
出
て
き
た
バ
ッ
ケ
を
私
の
手
料
理

で
酢
み
そ
和
え
。
ほ
ん
の
り
と
し
た
香
り
と

少
し
ば
か
り
の
苦
み
。
冬
の
苦
労
が
吹
き
飛

ぶ
お
い
し
さ
で
し
た
。

（
協
和
地
域
・
62
歳
男
性
）

　
　
ん
ぶ
り
と
ろ
ろ
は
い
つ
か
作
っ
て
み
た

　
　
い
一
品
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し

い
料
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
女
性
）

　
　
田
地
域
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
は

　
　
子
ど
も
が
風
邪
を
ひ
い
て
太
田
の
火
ま

つ
り
に
行
け
ず
残
念
で
し
た
。

　
各
地
の
冬
ま
つ
り
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

紙
面
で
楽
し
め
ま
し
た
。

　
来
年
こ
そ
は
、
払
田
柵
と
太
田
の
火
ま
つ

り
に
行
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
太
田
地
域
・
28
歳
女
性
）

　
　
真
を
多
彩
に
使
用
し
、
カ
ラ
フ
ル
で
見

　
　
や
す
く
て
楽
し
い
で
す
。

　
し
か
し
、
文
字
が
も
う
少
し
大
き
け
れ

ば
、
や
さ
し
い
感
じ
が
す
る
の
か
ナ
。

　（
こ
れ
は
自
分
が
年
寄
り
だ
か
ら
で
す
が
）

（
大
曲
地
域
・
55
歳
女
性
）

　
　
よ
来
い
。
早
く
来
い
。

　
　
や
っ
と
３
月
に
な
り
雪
も
消
え
る
だ

け
。

　
48
豪
雪
の
時
、
私
は
大
曲
に
和
裁
を
習
い

に
通
っ
て
お
り
、
近
く
の
駅
ま
で
心
配
で

送
っ
て
く
れ
た
母
と
雪
の
中
を
泳
い
だ
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　
ま
た
桜
の
季
節
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

（
中
仙
地
域
・
50
歳
女
性
）

深

太 と

　
　
内
の
中
学
校
の
部
活
動
な
ど
も
話
題
と

　
　
し
て
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

（
中
仙
地
域
・
13
歳
男
性
）

　
　
雪
と
戦
っ
て
よ
う
や
く
春
の
日
差
し
が

　
　
ま
ば
ゆ
い
今
日
。
寒
く
て
も
、
や
っ
ぱ

り
四
季
折
々
の
秋
田
が
一
番
。

　
秋
田
、
大
仙
市
が
住
み
よ
い
地
域
に
ま
す

ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
!!

（
太
田
地
域
・
62
歳
女
性
）

　
　
仙
市
が
誕
生
し
て
早
い
も
の
で
１
年
。

　
　
聞
き
慣
れ
な
い
「
大
仙
市
」
も
す
っ
か

り
な
じ
ん
で
き
ま
し
た
。

　
春
よ
早
く
や
っ
て
き
て
、
大
仙
市
の
１
歳

の
バ
ー
ス
デ
ー
を
花
い
っ
ぱ
い
で
お
祝
い
し

て
お
く
れ
。

（
大
曲
地
域
・
42
歳
女
性
）

　
　
ご
か
っ
た
雪
も
最
近
よ
う
や
く
溶
け
始

　
　
め
、
時
折
見
せ
る
日
差
し
に
春
が
近
づ

い
て
き
た
感
じ
が
し
て
う
れ
し
く
な
り
ま

す
。

　
は
ー
る
よ
来
い
、
は
ー
や
く
来
い
。

（
神
岡
地
域
・
35
歳
女
性
）

　
　
々
の
小
正
月
行
事
、
人
の
熱
気
が
伝

　
　
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

　
豪
雪
で
厳
し
い
だ
け
の
冬
が
一
気
に
吹
き

飛
ぶ
、
温
か
い
気
分
と
な
り
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域
・
59
歳
女
性
）

３
月
１
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

市豪

大

春

数 す

「あなたは初心者？」
　初心者マークをつけた車の往来が

多く見られる季節になりました。

　免許取り立ての時期は、いろんな

ことにビクビクしながらの運転。

　そんなとき、ベテランドライバー

からの優しい心配りがありがたく思

えたものでした。

　初心を忘れないことは、なにも車

の運転に限ったことではありません。新年度をむかえ、

初心にもどりスタートしてはいかがですか。

雪今

写

大
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学校栄養士さんの
　　　レ・シ・ピ
学校栄養士さんの
　　　レ・シ・ピ Cooking 03

　
カ
リ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り 

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
サ
ラ
ダ

「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
リ
ン
ゴ
の
サ
ラ
ダ
」

　
　
さ
に
寒
の
戻
り
と
い
う
天
気
に
は
何
と

　
　
も
…
。
で
も
、
こ
ん
な
寒
さ
の
中
で
で

き
あ
が
っ
た
干
し
も
ち
は
本
当
に
お
い
し
い

こ
と
で
し
ょ
う
〜
食
べ
た
い
。

　
雪
国
ま
つ
り
の
大
集
合
特
集
、
ま
た
編
集

後
記
の
朋
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

（
西
仙
北
地
域
・
53
歳
女
性
）

　
　
ど
こ
ろ
大
仙
の
小
正
月
行
事
も
終
わ
り
、

　
　
大
雪
の
中
で
の
芽
吹
き
の
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。

　
農
業
が
様
変
わ
り
し
、
田
畑
に
人
影
が
消

え
た
状
況
で
す
が
、
戸
口
の
灯
り
と
声
の
か

け
合
い
な
が
ら
、
地
域
集
落
の
和
と
し
た
い
。

（
大
曲
地
域
・
63
歳
男
性
）

　
　
仙
市
に
こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
冬
ま
つ

　
　
り
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
寒
く
て
、
ど
の
ま
つ
り
に
も
行
っ
た
こ
と

が
な
い
の
で
、
来
年
の
冬
は
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
神
岡
地
域
・
36
歳
女
性
）

　
　
し
く
始
ま
っ
た
学
校
栄
養
士
さ
ん
の
レ

　
　
シ
ピ
を
見
て
、
家
庭
料
理
に
利
用
し
て

お
り
、
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
協
和
地
域
・
59
歳
女
性
）

　
　
前
に
比
べ
て
写
真
も
多
く
な
り
、
よ
り

　
　
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
60
歳
女
性
）

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

財政運営における数値目標「経常収支比率」の改善は、
平成21年までに何％以下を目標にしているでしょう？

①90％ 　②93％　 ③98％

4 15

　
　
回
の
広
報
に
冬
ま
つ
り
大
曲
の
詳
し
い

　
　
行
事
が
載
っ
て
い
て
、
花
火
が
上
が
る

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
「
２
月
12
日
に
花
火
が
上
が
る
み

た
い
だ
よ
」
と
男
鹿
の
友
達
に
知
ら
せ
た
と

こ
ろ
、
大
曲
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
友
達
は
、
花
火
の
美
し
さ
に
感
激
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
18
日
に
花
火
が
上
が

る
よ
う
な
の
で
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま

す
。

（
大
曲
地
域
・
23
歳
女
性
）

　
　
雪
に
負
け
ず
、
冬
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で

　
　
い
る
人
々
の
姿
を
写
真
で
見
て
、
あ
ら

た
め
て
雪
国
人
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
仙
北
地
域
・
48
歳
女
性
）

前

以 新

ま

大

大

ホウレンソウ、リンゴに含
まれるカリウムは、塩分を
取りすぎたときに余分なナ
トリウムを体外に出し、血
圧を下げる効果があります。

米

（１人当たり）
エネルギー 122Kcal
タンパク質 4.4g
脂質 8.1g
カリウム 293mg
カルシウム 91mg
鉄 0.4mg
ビタミンC 24mg
食物繊維 1.3g

材　料（５人分）
◆ホウレンソウ/60g◆キャベツ／200g◆リン

ゴ/60g◆マカロニ/20g◆ロースハム/40g◆

プロセスチーズ/40g◆コールスロードレッシ

ング/50g

作り方
①マカロニをゆでておく。

②ホウレンソウはゆでて 2 ㎝幅、リンゴはい

ちょう切り、キャベツ、ロースハムは千切り

にする。

③チーズは小さめのさいの目切りにする。

④材料を合わせて、コールスロードレッシング

であえる。

※ホウレンソウは４月から５月にかけて、リ

ンゴは10月から３月にかけて、地場産物を

給食に取り入れています。

11



高齢者・障害者の生活支援サービス

　市では、高齢者や障害者を対象に、自立した生活を支援するための各種事業を行っています。

　高齢者の生活支援事業については、４月１日からサービス内容が一部変わります。

　なお、訪問理美容サービスと協和地域、仙北地域の入浴料割引制度、太田地域の高齢者入浴無料制度は廃止と

なりました。

　詳細については各総合支所市民課、または本庁援護福祉課までお問い合わせください。

【問い合わせ】各総合支所市民課、援護福祉課☎ 0187-63-1111まで

サービス内容を一部変更し、昨年からの事業は引き続き実施します

12



企画展
■秋田・なつかしの農具展
期間／４月４日（火）から23日（日）まで
■大曲農業高校紹介展
期間／４月11日（火）から６月４日（日）
まで
■春を呼ぶ花展
期間／４月18日（火）から５月14日（日）
まで
■炭焼き実演Ⅰ
期間／４月28日（金）から30日（日）まで
【１日目】9:30～16:30【２日目】9:30～
16:30【３日目】9:30～ 13:00
■春光うららか山野草展
期間／４月28日（金）から30日（日）まで
園芸教室
■洋ランを楽しむ
日時／４月30日（日）午前9時30分～正午
※園芸教室への参加申し込みは、開催日の１カ月
前から電話（0187-68-2300）で受け付けます。

４

※成分献血は採血終了まで１時間程かかるため、協
力者をお待たせしないよう予約制をとっています。
成分献血に協力いただける方は健康増進課までお申
し込みください。

13



こんにちはから始める英会話
英会話教室の生徒募集
　４月から英会話教室を行いま

す。簡単な日常英会話を楽しく学

びませんか。講師は協和中学校

ALTのミーガン先生です。

◆対象／高校生以上の方

◆日時／毎月第１・２・３火曜日

の午後７時～８時30分

※４月は第２・３火曜日に行います。

◆会場／協和市民センター(予定)

◆参加費／2,000円

【問い合わせ・申し込み】

協和国際交流協会 戸島さん

☎ 018-881-6068まで

能力、技術の向上を目指す
県・能力向上コース講習会
　仕事をしている方を対象とした

無料の講習会です。

【ワード文書編集編講習】

期間／４月18日（火）・19日（水）

【NC旋盤プログラミング講習】

期間／４月19 日（水）から21 日

（金）まで

【マシニングセンタ

プログラミング講習】

期間／４月25 日（火）から27 日

（木）まで

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／大曲技術専門校

【問い合わせ・申し込み】

大曲技術専門校

☎ 0187-62-6321まで

どなたでも参加できます
最新の人工内耳情報と相談会
　秋田県難聴者・中途失聴者協会

では、無料の相談会を開催します。

　医師による高度難聴、人工内耳

の聴覚管理についての講演、人工

内耳装用者の体験発表も行います。

◆日時／４月22日（土）午後１時

～４時

◆会場／秋田県社会福祉会館10階

【問い合わせ】

秋田県難聴者・中途失聴者協

会事務局 高橋さん

☎ 018-845-3476まで

新しい手口に注意！
貸します詐欺の被害
　大手金融機関などを装い「お金

を貸します」といった広告やメー

ルを送りつけ、保証金や保険金名

目でお金を騙し取る「貸します詐

欺」が急増しています。

　振り込みを要求されたり、おか

しいと感じたときには、送金前に

「貸します詐欺被害ホットライン」

までご連絡ください。

【貸します詐欺被害ホットライン】

東京都貸金業対策課

☎ 03-5320-4775まで

守ります！日本の海
海上保安学校学生採用試験
　試験の詳細についてはお問い

合わせください。

◆受験資格／昭和57年４月２日

以降に生まれた方で①高校・中等

教育学校を卒業した方（平成 18

年９月までに卒業見込みの方を

含む）②高校専門学校３学年の課

程を修了した方

◆申込書請求先／秋田海上保安部

（〒011-0945秋田市土崎港西1-7-35）

◆申込受付期間／４月３日（月）か

ら10日（月）まで

【問い合わせ・申し込み】

秋田海上保安部

☎ 018-845-1621まで

あなたの技術が認定されます
技能検定（国家試験）
　前期技能検定を行います。この

試験に合格すると国や県から技

能レベルが認定されます。

　職種等により試験日が異なり

ますので、試験の詳細につてはお

問い合わせください。

◆職種／造園、建築板金、石材施

行、とび、塗装など37職種59作業

◆試験日／６月12日（月）から９

月10日（日）までの指定された日

◆申込書請求先／大曲地域職業訓

練センター

◆申込受付期限／４月14日（金）

【問い合わせ・申し込み】

大曲地域職業訓練センター

☎ 0187-62-1726まで

定期的に体を動かし健康維持
４月「健康づくり教室」
　教室の開催日にはトレーニン

グルームも利用できます。

◆対象／高校生以上

◆日時／【リフレッシュ教室】毎

週火曜日午後７時～８時30分【ダ

イエット教室】毎週水曜日午後２

時～３時30分【健康運動教室】毎

週金曜日午後７時～８時30分

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆参加費／2,000円

【問い合わせ】

中仙保健センター

☎ 0187-56-7211まで

あなたです 火のある暮らしの 見張り役「春の火災予防運動」

　４月２日（日）から８日（土）までは

「春の火災予防運動」期間です。

　春は火災が発生しやすい季節です。

　火の取り扱いには十分に注意し、

防火のための知識を身に付け、大切

な家族や家を火災から守るよう心が

けましょう。
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情報交換と子どもの遊び場
子育てサロン
　子育てに関する情報交換や、

子どもの遊び場を提供する無料

の「子育てサロン」を行います。

　申し込みは必要ありません。

ご自由に参加ください。※おや

つやジュースは持参してくださ

い。

◆対象／３歳未満の子どもとそ

の保護者

◆日時／４月13日（木）午前10時

30分～正午

◆会場／桂児童センター（大曲若

葉町）

【問い合わせ】

社会福祉協議会大曲支所

☎ 0187-63-0277まで

税務のスペシャリスト
国税専門官採用試験
　試験は大卒程度の問題が出題

されます。試験の詳細について

はお問い合わせください。

◆受験資格／①昭和54年４月２

日から昭和60年４月１日までに

生まれた方②昭和60年４月２日

以降に生まれた方で、大学を卒業

した方（平成19年３月卒業見込み

の方）

◆申込書請求先／大曲税務署（最

寄りの税務署）、仙台国税局人事

第二課、人事院東北事務局

◆申込受付期間／４月３日（月）

から14日（金）まで

【問い合わせ】

花いっぱい運動の「花の会」
会員募集と講演会
　おおた花の会では、会員（年会

費1,000円）を募集しています。詳

しい申し込みについては太田公

民館までお問い合わせください。

　また、16日には講演会も行い

ます。お気軽にお越しください。

◆日時／４月16日（日）午後２時

30分～

◆会場／太田公民館（太田庁舎隣り）

【問い合わせ】

太田公民館

☎ 0187-88-1119まで

自然を描いた作品展
加藤新一画伯絵画展
　大仙市美術愛好会では、春期展

として、第一美術協会員で由利本

荘市在住の「加藤新一さん」の絵

画展を入場無料で開催します。

　第一美術協会は、明治40年に

現在の東京芸術大学学生によっ

て結成された美術団体で、多くの

素晴らしい芸術家を世に送りだ

しています。

◆期間／４月29日（土）から５月

５日（金）まで（５月１日は休館日）

◆会場／中仙市民会館

【問い合わせ】

大仙市美術愛好会 千葉さん

☎ 0187-57-2731まで

おおた花の会が行っている「花いっぱい
運動」。あなたも参加してみませんか。

意見を聴かせてください
国の行政機関「定員純減」

　内閣官房行政改革推進事務局で

は、国の行政機関の定員を５％以上

削減する「総人件費改革」について

の意見を、ホームページ（ht tp : //

www.gyoukaku.go.jp/soujinkenhi）で募

集しています。

　詳しくはホームページをご覧くだ

さい。 ホームページに寄せられた意見は、今
後の改革の参考にさせていただきます。

本庁前の桜並木(約 60本)。

堤灯の明かりで夜桜鑑賞
本庁舎前の通りで観桜会
　大仙市役所本庁前通りの桜並木

を、５月中旬まで堤灯やぼんぼり

で飾ります。ぜひご来場ください。

◆期間／４月下旬から５月中旬まで

◆会場／市役所本庁・大曲小学校前

◆夜間照明時間／午後６時～９

時

【問い合わせ】

商工観光課

☎ 0187-63-1111まで

地域で一丸となって育成
春の青少年健全育成運動
　春は、進級・卒業・就職などに

より、生活環境が大きく変わるほ

か、春休みなどの長期休業による

気のゆるみから、青少年が事件、

事故を起こしやすくなります。

　家庭で語り合う時間を多く持

ち、積極的にあいさつを交わすな

ど、家庭と地域が一丸となった青

少年の健全育成運動にご協力く

ださい。

情報交差点情
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株式会社 仙北印刷所

　人　口　95,455 人（－ 62）

　　　男　45,314 人（－ 29）

　　　女　50,141 人（－ 33）

　世帯数　30,430世帯（＋ ４）

（２/28現在）▼
２
月
１
日
号
の
編
集
後
記
で
「
せ
っ
か
く
だ
か

ら
冬
を
楽
し
み
た
い
」
と
書
い
た
も
の
の
、
さ
す
が

に
も
う
雪
は
見
た
く
な
い
。
心
は
す
で
に
春
を
迎

え
て
し
ま
っ
て
い
る
▼
年
齢
の
せ
い
な
の
か
、
余

裕
が
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
、
平
成
17
年
度
は
瞬

く
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
１
年
、
広
報
を

作
っ
て
実
感
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
記
事
を
読
ん
で

も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
▼
せ
っ
か
く
作
っ
た
広
報
で
も
、

記
事
を
読
ん
で
も
ら
え
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
写
真
や
タ
イ
ト
ル
な

ど
を
う
ま
く
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
紙
面

に
写
真
や
存
在
感
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
が
配
置
さ
れ

て
い
る
と
、
目
線
は
自
然
と
そ
れ
に
向
か
う
。
向
け

さ
せ
た
視
線
で
そ
の
ま
ま
文
章
を
読
ま
せ
る
と
い

う
の
が
狙
い
だ
▼
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考

え
、
ど
う
し
た
ら
読
ん
で
く
れ
る
の
か
、
ど
う
配
置

し
た
ら
見
や
す
い
の
か
を
試
行
錯
誤
し
た
１
年
▼

今
後
も
見
や
す
い
広
報
を
目
指
し
、
少
々
レ
イ
ア

ウ
ト
を
変
更
す
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
平
成
18
年
度
も
「
広
報
だ
い

せ
ん
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
朋
）




